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今月の表紙

頼
たの

母
も

子
し

薬師堂のシダレザクラ

４

広報紙をスマホに配信します
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まちの予算

万円3,000億58
令和５年度一般会計予算

歳入
58億
3,000万円

町税
20億4,792万円
（35.1％）

繰入金
５億1,741万円
（8.9％）

繰越金  ２億円（3.4％）
分担金及び負担金　6,945万円（1.2％）
諸収入　6,619万円（1.1％）
使用料及び手数料　3,041万円（0.5％）
寄附金　900万円（0.2％）
財産収入　638万円（0.1％）

地方交付税
12億8,000万円
（22.0％）

国庫支出金
５億2,023万円
（8.9％）

県支出金
４億7,021万円
（8.1％）

町債
１億2,720万円
（2.2％）

地方消費税交付金
３億3,000万円
（5.7％）

地方譲与税
8,750万円
（1.5％）

法人事業税交付金　2,500万円（0.4％）

ゴルフ場利用税交付金　1,100万円（0.2％）

配当割交付金　1,000万円（0.2％）

地方特例交付金　800万円（0.1％）

環境性能割交付金　600万円（0.1％）

株式等譲渡所得割交付金　600万円（0.1％）

交通安全対策特別交付金　160万円（0.0％）

利子割交付金　50万円（0.0％）

自主財源　50.5％
依存財源　49.5％

人件費
13億1,515万円
（22.6％）

扶助費
８億6,475万円
（14.8％）

公債費
４億2,589万円
（7.3％）

普通建設事業費  ４億5,615万円（7.8％）
災害復旧費  0.1万円（0.0％）

補助費等
10億8,603万円
（18.6％）

物件費
10億3,920万円
（17.8％）

繰出金
５億8,239万円
（10.0％）

維持補修費　4,361万円（0.8％）
予備費　1,500万円（0.3％）
積立金　181万円（0.0％）
投資及び出資金、貸付金　1万円（0.0％）

一
般
会
計
当
初
予
算　

緊
急
避
難

場
所
整
備
事
業
が
終
了
し
た
こ
と

で
、
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、

前
年
度
比
で
２
億
５
，２
０
０
万
円
、

４
・
１
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入　

令
和
４
年
度
の
状
況
や
国

の
動
向
な
ど
を
参
考
に
し
、
税
収

や
交
付
税
は
増
加
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
補
助
事
業
が
減
少
し
た
た

め
、国
庫
支
出
金
が
約
１
億
５
，５

０
０
万
円
の
減
、町
債
が
２
億
７
，

２
０
０
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出　

消
防
費
が
緊
急
避
難
場
所

整
備
の
終
了
に
よ
り
約
４
億
６
０

０
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
総

務
費
お
よ
び
土
木
費
が
町
単
独
の

工
事
費
な
ど
で
と
も
に
約
５
，８
０

０
万
円
の
増
、教
育
費
が
小
学
校
の

体
育
館
修
繕
の
た
め
約
５
，２
８
０

万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

全
会
計
予
算　

特
別
会
計
を
含
む

全
会
計
の
予
算
総
額
は
、
前
年
度

に
比
べ
３
億
３
，９
６
４
万
円
、３
．

４
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

義務的経費　44.7％
投資的経費　  7.8％
その他の経費　47.5％

民生費　18億1,235万円（31.1％）

総務費　８億1,480万円（14.0％）

教育費　６億9,829万円（12.0％）

衛生費　５億9,608万円（10.2％）

土木費　６億2,558万円（10.7％）

公債費　４億2,590万円（  7.3％）

農林水産業費　３億4,591万円（5.9％）

消防費　３億1,138万円（  5.3％）

商工費 9,638万円（1.7％）
議会費 8,810万円（1.5％）
予備費 1,500万円（0.3％）
労働費 21万円（0.0％）
諸支出費 1万円（0.0％）
災害復旧費 0.1万円（0.0％）

歳出（目的別）

歳出
58億
3,000万円

積立金（貯金）残高

令和３年度末 令和２年度末
一般会計 32億3,151万円 27億7,562万円
国民健康保険特別会計 8,419万円 7,379万円
介護保険特別会計 １億8,973万円 １億6,127万円

合　計 35億543万円 30億1,068万円

町債（借入金）残高

令和３年度末 令和２年度末
一般会計 42億9,268万円 43億5,930万円
下水道事業特別会計 ４億5,515万円 ５億3,449万円

合　計 47億4,783万円 48億9,379万円

特別会計当初予算額

特別会計 当初予算額
後期高齢者医療特別会計 ２億   451万円
国民健康保険特別会計 20億1,586万円
介護保険特別会計 13億1,952万円
下水道事業特別会計 ２億1,547万円

合　計 37億5,536万円

地方交付税　財源不足を補うために、国から町に交付されるお金
国庫・県支出金　特定の目的のために国、県から交付されるお金
町債　公共事業などの財源として国や金融機関等から借りるお金
地方譲与税　国が徴収した自動車重量税などから配分されるお金
投資的経費　インフラ整備など、将来に残るものに支出される経費
公債費　町が借り入れた町債の元利償還金
繰出金　一般会計から特別会計に支出されるお金

用語解説

歳出（性質別）
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生活環境 安全･安心で快適に暮らせるまち

都市基盤 住みよい都市の整備と良好な景観のまち

町内の狭小道路を拡幅整備することにより、生活
圏道路や地域集落の利便性向上を図ります。
併せて、令和４年度に整備した緊急避難場所への
アクセス道路の整備を進めます。

町単独道路整備事業

旧八間樋橋の撤去工事を実施します。

八間樋橋解体撤去事業

教育文化 充実した教育環境と歴史の薫るまち

災害時避難場所確保事業

洪水時の避難対策として、町内の高台に車での避
難が可能な避難場所を整備します。

災害に備えた避難場所整備のため、旧北小学校プー
ルの撤去および整地などを実施します。

猫の繁殖防止や殺処分の減少に寄与するため、断
種または不妊手術費の補助金を交付します。
※飼養されている猫は対象外です。

産業振興 活力ある産業で活気があふれるまち

板倉ニュータウン産業用地に進出した企業に対す
る優遇措置として、奨励金を交付します。

産業施設及び商業施設誘致促進奨励事業

洪水時に備えて、排水ポンプのオーバーホールを
実施します。

小保呂排水機場維持管理事業
（排水ポンプ更新工事）

町をＰＲするための観光事業を実施します。

観光振興事業
（観光行事の実施）

ＳＮＳ等による複雑かつ多様ないじめ問題に対し
て、迅速な対応と事実の明確化を目的とした「い
じめ問題対策委員会」を設置します。

いじめ問題対策事業

老朽化した東小学校体育館改修工事および西小学
校の体育館改修計画を策定します。

小学校体育館改修事業

老朽化した海洋センターの改修工事の設計を実施
します。

社会体育施設管理事業
（海洋センター改修）

離山貝塚の歩道整備や、案内看板を設置します。

文化財保存活用事業
（離山貝塚）

町立保育園の一園化などを検討するための会議等
を開催します。

子ども・子育て会議運営事業

健康福祉 生涯にわたっていきいきと生活できるまち

全ての妊婦および子育て家庭が安心して出産や子
育てができるよう、相談支援体制を充実させると
ともに、出産・子育て給付金を交付します。

出産・子育て応援事業

がん治療者に対し、医療用補正具の購入費用など
を助成します。

がん治療者医療用補正具購入費助成事業

４０歳未満の末期がん治療者と家族の負担を軽減
するため、在宅療養に係るサービスや福祉用具の
利用料などを助成します。

小児若年がん治療者在宅療養支援事業

子どもや障害のあるかた、母子父子家庭の医療費
を支給します。令和５年度から、高校生相当世代
も対象に加えます。

福祉医療費支給事業

行財政 社会変化に対応する効率的な行政運営をするまち

令和５年７月に行われる県知事選挙の運営に係る
費用を支出します。

県知事選挙

重点事業新規事業
令和５年度

新
規

新
規

新
規

新
規

新
規

新
規

町有施設管理事業
（旧北小学校プール撤去等工事）

拡
充

狂犬病予防及び動物愛護事業
（猫の断種・不妊手術補助）

拡
充

重
点

拡
充

拡
充拡

充

拡
充

拡
充

拡
充

拡
充

重
点

拡
充

●

３，３５０万円予算額１，３５０万円予算額

３０万円予算額

３，２８５万円予算額

６，０００万円予算額６，６７８万円予算額

１億３，０５８万円予算額

５２万円予算額

２４０万円予算額

１，０８２万円予算額

５３万円予算額

１億１，７２７万円予算額

１２万円予算額

２，９５６万円予算額

２００万円予算額

５０１万円予算額

３１万円予算額
１００万円予算額
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 気をつけたい感染症シリーズ13
流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）

目
的　

令
和
２
年
度
を
始
期
と
し

た
板
倉
町
総
合
計
画
は
、
令
和
５

年
度
で
前
期
基
本
計
画
期
間
が
終

了
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
町
民

の
皆
さ
ま
か
ら
意
見
や
提
言
を
い

た
だ
き
、
後
期
基
本
計
画
の
見
直

し
に
反
映
さ
せ
る
べ
く
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

調
査
内
容　

板
倉
町
で
の
暮
ら
し

や
町
の
施
策
に
つ
い
て
、重
要
度
、

満
足
度
、
町
に
望
む
こ
と
な
ど
。

調
査
対
象　

板
倉
町
内
の
全
世
帯
。

一
世
帯
に
つ
き
調
査
票
１
部
。

調
査
方
法　

行
政
区
に
加
入
し
て

い
る
世
帯
は
、
行
政
区
を
通
じ
て

配
布
・
回
収
し
ま
す
。

　

行
政
区
未
加
入
の
世
帯
は
、
企

画
財
政
課
窓
口
お
よ
び
各
公
民
館

で
配
布
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の

施
設
に
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

こ
の
場
合
調
査
票
は
、
企
画
財
政

課
窓
口
ま
た
は
各
公
民
館
で
の
回

収
で
す
。
５
月
31
日
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

企
画
調
整
係

82

－

６
１
２
５

ま
ち
づ
く
り
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

小
学
３
年
生
ま
で
の
児
童
が
、

病
気
な
ど
で
集
団
保
育
が
受
け
ら

れ
ず
、
保
護
者
が
就
労
な
ど
で
家

庭
保
育
が
で
き
な
い
と
き
、
一
時

的
に
お
預
か
り
し
ま
す
。

実
施
施
設　

こ
や
な
ぎ
小
児
科
病

児
保
育
室
ぱ
ん
だ
（
館
林
市
富
士

原
町
１
１
７
４

－

18
）

78

－

７
３
９
１

定
員　

一
日
６
人

保
育
時
間　

月
〜
金
曜
日　

午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分
（
祝

日
、
年
末
年
始
、
小
児
科
休
診
日

を
除
く
）

保
育
料　

２
，０
０
０
円
（
日
額
）

※
毎
年
度
利
用
登
録
が
必
要
で
す
。

利
用
時
は
利
用
申
込
書
、
診
療
情

報
提
供
書
（
か
か
り
つ
け
医
作
成
）

の
提
出
が
必
要
で
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

子
育
て
支
援
係

82

－

６
１
３
４

病
児
・
病
後
児
保
育

ご
利
用
に
は
事
前
登
録
が
必
要
で
す

　

第
９
行
政
区
（
大
字
大
高
嶋
）

で
は
、
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
受
託
事
業
収

入
を
財
源
と
し
て
い
る
「
一
般
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
を
活
用

し
て
、
夏
祭
り
で
使
用
す
る
山
車

を
改
修
し
ま
し
た
。

　

全
国
で
販
売
さ
れ
る
宝
く
じ
の

収
益
金
の
一
部
は
、
こ
う
し
た
地

域
の
活
性
化
の
た
め
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

問
合
せ　

行
政
庶
務
係

82

－

６
１
２
２

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

宝
く
じ
の
助
成
金
で
山だ

車し

を
改
修
し
ま
し
た

対
象
者　

国
民
健
康
保
険
ま
た
は

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

助
成
限
度
額  　

２
０
，０
０
０
円

対
象
受
診
期
間　

令
和
５
年
４
月

１
日
〜
令
和
６
年
３
月
31
日

種
類
お
よ
び
必
要
項
目

　

次
の
い
ず
れ
か
の
検
診
で
、
表

の
項
目
を
含
む
も
の

①
日
帰
り
、
一
泊
人
間
ド
ッ
ク

②
日
帰
り
、
一
泊
人
間
ド
ッ
ク

（
脳
ド
ッ
ク
併
診
）

③
脳
ド
ッ
ク（
表
の
健
診
項
目
を

含
む
も
の
。脳
検
査
の
み
は
不
可
）

必
要
書
類

申
請
書（
窓
口
ま
た
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）
／

検
診
費
の
領
収
書
／
検
診
結
果
報

告
書
／
保
険
証
／
振
込
先
口
座
が

確
認
で
き
る
も
の（
通
帳
）／
特
定

健
診
ま
た
は
後
期
高
齢
者
健
診
の

受
診
票
（
裏
面
の
質
問
票
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。
な
い
場
合
は
窓

口
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）

申
請
期
限　

令
和
６
年
４
月
30
日
㈫

※
結
果
到
着
後
、
速
や
か
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※
年
度
内
に
助
成
さ
れ
る
の
は
１

回
分
の
み
で
す
。

※
国
保
税
、
後
期
保
険
料
お
よ
び

そ
の
延
滞
金
の
滞
納
が
あ
る
場
合

は
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
町
の
集
団
健
診
や
医
療
機
関
で

の
個
別
健
診
で
特
定
健
診
・
後
期

高
齢
者
健
診
を
受
診
す
る
（
し
た
）

か
た
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

保
険
医
療
係

82

－

６
１
３
６

※
令
和
４
年
度
受
診
分
の
検
診
費

助
成
の
申
請
期
限
は
、
令
和
５
年

４
月
28
日
㈮
で
す
。

令
和
５
年
度
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
助
成
金

検
診
費
用
を
助
成
し
ま
す

尿
検
査

血
糖
検
査

肝
機
能
検
査

血
中
脂
質

検
査

血
圧
検
査

身
体
測
定

タ
ン
パ
ク

糖 随
時
血
糖

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ

空
腹
時
血
糖

γ

－

Ｇ
Ｔ（
γ

－

Ｇ
Ｔ
Ｐ
）

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
Ｇ
Ｐ
Ｔ
）

Ａ
Ｓ
Ｔ
（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
）

Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

中
性
脂
肪

拡
張
期
血
圧

収
縮
期
血
圧

腹
囲（
国
保
加
入
者
）

Ｂ
Ｍ
Ｉ

体
重

身
長

○ ○ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○は必須項目、△はいずれかの項目の実施でも可

【入札結果】予定価格が250万円(税込み)を超えるものを掲載。全ての入札結果および詳細は町ホームページに掲載しています。　問合せ　財政係 ８２－６１２６

執 行 日 件 名 場 所
予定価格（税抜）
設計金額（税抜）

最低制限価格
（税抜）

落札金額
（税抜）

落 札 率 落 札 者

２月21日㈫ 令和５年度　一般廃棄物収集運搬業務委託 板倉町全域 3,534万円 なし 2,920万円 82.6％ ㈲井上興業

２月21日㈫ 令和５年度　資源物収集運搬業務委託 板倉町全域 3,462万円 なし 3,350万円 96.8％ ウム・ヴェルト㈱

　

生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、
一

生
に
１
回
の
登
録
と
、
年
に
１

回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
犬
を

譲
り
受
け
た
場
合
も
、
再
度
登

録
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
犬
が
亡
く
な
っ
た
と

き
は
、
登
録
の
変
更
を
行
う
た

め
、
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
邑
楽
館
林
地
域
の
動
物

病
院
で
も
登
録
や
注
射
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
動
物
病
院
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

新
規
登
録
　
　

 

３
，０
０
０
円

注
射
の
み
　
　

 

３
，５
０
０
円

登
録
と
注
射
　

 

６
，５
０
０
円

問
合
せ
　

環
境
下
水
道
係

82

－

６
１
３
２

日程 場所 時間

５月11日㈭

東部公民館 午前９時15分～９時45分
海老瀬東公民館 午前10時～10時30分
細谷事務所 午前10時45分～11時15分
北部公民館 午後１時～１時45分

５月12日㈮

籾谷上公民館 午前９時15分～９時45分
岩田区民会館 午前10時～10時30分
板倉保育園南側 午前10時40分～11時20分
五箇中妻住民センター裏 午後１時～１時30分
南部公民館 午後１時45分～２時45分

５月14日㈰ 役場
午前９時30分～11時30分
午後１時～２時

必
ず
し
て
く
だ
さ
い

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

　ムンプスウイルスの感染により耳下腺（耳の下）

や顎下腺（両あごの下）の腫れを特徴とする感染症

です。唾液の飛沫や接触で感染し、潜伏期間は２

～３週間で、両側または片側の耳下腺や顎下腺が

痛みを伴って腫れ、発熱を伴うこともあります。

また、無症状のこともありますが、まれに合併症

もみられるため、耳下腺が腫れる症状がみられた

ら、医療機関を受診しましょう。

【予防法】手洗いとうがいが有効です。１歳以上

のかたは、任意でワクチン接種ができます。町で

は、就学前のお子さんのワクチン接種費について

助成（3000円、１人１回のみ）を行っています。

問合せ　保健センター　 ８２－３７５７

板倉まつり
新規参加団体募集

開催日　８月５日㈯　　　
※小雨決行、荒天の場合は中止
場所　板倉町役場　駐車場

募集内容
○ ステージ発表…ステージでのダンスや民謡・民
舞・和太鼓の演奏など
○模擬店等…物品販売や体験型イベントなど

申込締切日　４月２５日㈫

　夏の一大イベント「板倉まつり」を盛り上げていた
だける新規の参加団体を募集します。
　参加を希望されるかたは電話でお申し込みください。
なお、前回（令和元年度）参加された団体の代表者に
は、後日通知をお送りします。

申込み・問合せ　
板倉まつり運営委員会事務局（商工観光係）
８２－６１３９

板倉町住宅取得支援事業
補助金申請受付中

最大　　　　　を補助　住宅取得価格の３％

補助対象者（すべてに該当するかた）
○ 転入またはこれから転入し、住宅を建築または購入

したかた（申請は転入してから１年以内）

○転入日から前２年間は板倉町に住んでいないかた

○ 取得した住宅に住民票を異動したかた

○ 取得した住宅の所有者で、５年以上継続して住むかた

○取得した住宅に住む全員が町税などに滞納がないかた

○ この補助金を初めて受けるかた

補助対象住宅（すべてに該当する住宅）
○新築住宅（新築・建売）または中古住宅

○玄関、台所、トイレ、浴室を備えた住宅

○耐震基準に適合していることを証明できる住宅

○建築基準法および関連法令に適合している住宅

※ 補助対象住宅は、平成27年４月以降に工事請負契約を

締結した住宅または宅地建物取引業者が売主または

仲介し、平成27年４月以降に売買契約を締結した住宅

問合せ　計画管理係　８２－６１５１

30万円



（9） （8）Ｒ５．４．１

教
室
や
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
ま
た
は
内
容
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

過
去
に
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
公

的
接
種
の
機
会
の
な
か
っ
た
、
昭

和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
は
、
令

和
６
年
度
ま
で
風
し
ん
の
抗
体
検

査
と
予
防
接
種
を
無
料
で
受
け
ら

れ
ま
す
。
ま
だ
受
け
て
い
な
い
か

た
は
、
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
送

し
ま
す
の
で
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

82

－

３
７
５
７

65
歳
以
上
で
今
ま
で
成
人
用
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
こ

と
が
な
い
か
た
に
つ
い
て
、
一
人

１
回
定
期
接
種
の
機
会
が
あ
り
ま

す
。
今
年
度
接
種
の
対
象
と
な
る

の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

65
歳
（
昭
和
33
年
４
月
２
日
生
〜

昭
和
34
年
４
月
１
日
生
）

70
歳
（
昭
和
28
年
４
月
２
日
生
〜

昭
和
29
年
４
月
１
日
生
）

75
歳
（
昭
和
23
年
４
月
２
日
生
〜

昭
和
24
年
４
月
１
日
生
）

80
歳
（
昭
和
18
年
４
月
２
日
生
〜

昭
和
19
年
４
月
１
日
生
）

85
歳
（
昭
和
13
年
４
月
２
日
生
〜

昭
和
14
年
４
月
１
日
生
）

90
歳
（
昭
和
８
年
４
月
２
日
生
〜

昭
和
９
年
４
月
１
日
生
）

95
歳
（
昭
和
３
年
４
月
２
日
生
〜

昭
和
４
年
４
月
１
日
生
）

100
歳
（
大
正
12
年
４
月
２
日
生
〜

大
正
13
年
４
月
１
日
生
）

　

対
象
と
な
る
か
た
は
、
自
己
負

担
金
２
，０
０
０
円
で
接
種
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
通
知
は
65
歳
の
か

た
の
み
に
発
送
し
ま
す
。
70
歳
以

上
で
対
象
と
な
る
か
た
が
接
種
を

希
望
す
る
場
合
は
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

82

－

３
７
５
７

　
「
通
い
の
場
」は
、
週
１
回
地
域

の
み
な
さ
ん
が
集
会
所
な
ど
に
集

ま
っ
て
、
体
操
や
お
し
ゃ
べ
り
を

楽
し
む
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防

の
取
組
拠
点
で
す
。

　

身
近
な
地
域
に
た
く
さ
ん
の
通

い
の
場
を
つ
く
る
た
め
に
、
概
要

説
明
や
体
操
体
験
を
行
い
ま
す
。

時
期　

５
月
〜
令
和
６
年
３
月

時
間

60
分
程
度
（
応
相
談
）

場
所　

ご
希
望
の
場
所
に
出
向
き

ま
す
。

内
容　

通
い
の
場
の
概
要
説
明
、

通
い
の
場
で
行
う
介
護
予
防
体
操

の
体
験

申
込
み
・
問
合
せ　

介
護
高
齢
係

82

－

６
１
３
５

　

友
人
や
地
域
の
か
た
と
一
緒
に
、

認
知
症
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
？　

都
合
の
良
い
日
程
、
場

所
に
講
師
が
出
張
い
た
し
ま
す
。

申
込
要
件　

お
お
む
ね
５
人
以
上

の
グ
ル
ー
プ

教
室
や
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
ま
た
は
内
容
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

健　
　

康

健　
　

康

成
人
男
性
の
風
し
ん
抗
体
検
査

予
防
接
種
に
つ
い
て

出
張
！

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

【広告】

日
時　

希
望
の
日
時
を
ご
指
定
く

だ
さ
い
。（
講
座
時
間
60
分
〜
90
分
）

場
所　

公
民
館
、
集
会
場
、
自
宅

な
ど
、
皆
さ
ん
が
集
ま
り
や
す
い

場
所
を
ご
指
定
く
だ
さ
い
。

講
師　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

職
員

内
容　

認
知
症
の
基
礎
知
識
（
症

状
、
治
療
法
、
予
防
法
に
つ
い
て
）

・
対
応
の
ポ
イ
ン
ト

費
用　

無
料

申
込
み　

代
表
者
が
、
開
催
希
望

日
の
１
か
月
前
ま
で
に
申
込
み
く

だ
さ
い
。

備
考　

時
間
帯
や
実
施
方
法
な
ど
、

ご
要
望
が
あ
れ
ば
可
能
な
限
り
柔

軟
に
対
応
い
た
し
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ　

介
護
高
齢
係

82

－

６
１
３
５

　

定
期
的
な
運
動
習
慣
を
身
に
つ

け
て
び
び
っ
と
（
生
き
生
き
と
し

た
）
な
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　

４
月
〜
令
和
６
年
３
月

（
７
月
、８
月
、11
月
を
除
く
）
毎

月
第
４
木
曜
日（
全
10
回
）　

午
後

１
時
30
分
〜
３
時

場
所　

海
洋
セ
ン
タ
ー

対
象　

介
護
予
防
や
健
康
づ
く
り

に
興
味
が
あ
る
か
た

　

運
動
で
楽
し
く
認
知
症
予
防
を

始
め
た
い
か
た

定
員　

各
回
30
人

内
容　

ラ
ジ
オ
体
操
、
鬼
石
式
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、ウ
オ
ー
キ
ン
グ

持
参
品　

上
履
き
、
飲
物

受
付
開
始
日　

開
催
日
の
７
日
前

午
前
８
時
30
分

申
込
み
・
問
合
せ　

介
護
高
齢
係

82

－

６
１
３
５

　

転
倒
予
防
を
目
的
と
し
た
バ
ラ

ン
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

運
動
機
能
低
下
、
認
知
症
、
け
が

の
予
防
に
効
果
的
で
す
。

日
時　

４
月
20
日
㈭　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時

場
所　

北
部
公
民
館
講
堂

定
員

20
人

対
象　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
か
た

講
師

加か

藤と
う

啓け
い

祐す
け

理
学
療
法
士

慶
友
整
形
外
科
病
院

受
付
開
始
日　

４
月
12
日
㈬　

午

前
８
時
30
分

問
合
せ　

介
護
高
齢
係

82

－

６
１
３
５

　

専
用
の
ポ
ー
ル
を
使
い
、
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
基
礎

を
学
び
ま
す
。
全
身
を
使
う
有
酸

素
運
動
で
、
効
果
的
な
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
が
行
え
ま
す
。

日
時　

５
月
26
日
㈮
・
６
月
２
日

㈮　

午
後
１
時
〜
３
時
（
２
日
間

参
加
で
き
る
か
た
を
募
集
し
ま
す
）

場
所　

海
洋
セ
ン
タ
ー
（
晴
れ
の

場
合
、
中
央
公
園
へ
移
動
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
）

定
員

30
人
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

対
象　

お
お
む
ね
50
歳
以
上
で
、

県
内
在
住
の
か
た

講
師　

日
本
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
協
会
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

費
用　

５
０
０
円
（
当
日
回
収
）

受
付
開
始
日　

４
月
11
日
㈫　

午

前
８
時
30
分

※
群
馬
県
長
寿
社
会
づ
く
り
財
団

と
の
共
催
の
た
め
、
町
外
か
ら
の

参
加
者
も
い
ま
す
。

問
合
せ　

介
護
高
齢
係

82

－

６
１
３
５

【広告】【広告】

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

講
座

健
康
の
鉄
人
教
室

フ
レ
イ
ル
予
防
教
室

介
護
予
防
を
は
じ
め
よ
う

び
び
っ
と
体
操
教
室

【広告】

令和５年度の新型コロナワクチン接種について

身
近
な
地
域
で
立
ち
上
げ
よ
う

通
い
の
場
づ
く
り
説
明
会

成
人
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
接
種

　平日来庁できないかたのために、マイナンバー
カードの申請受付と交付を行います。
平日の開庁時間内に必ず電話予約をしてください。
開設日時　４月９日㈰、15日㈯、23日㈰
　　　　　５月14日㈰、20日㈯、28日㈰
　　　　　午前９時～午後５時
場　　所　役場１階住民環境課（３番カウンター）
持参するもの
申 請の場合　本人確認書類／個人番号カード交付申
請書（お持ちのかた）

交 付の場合 通知カード／本人確認書類／役場から
送付されたはがき「マイナンバーカード交付・電子
証明書発行通知書」（裏面に住所、氏名を記載）／住
民基本台帳カード（お持ちのかた）　

※受け取りの際に暗証番号の設定をします。
問合せ　戸籍年金係　 ０２７６－８２－６１３１

マイナンバーカード休日窓口を開設

令和５年度は、下図のとおり国から接種方針が示されています。
町は現在、５月下旬の接種開始に向け準備中です。オミクロン株対応２価ワクチン接種を
受けた65歳以上のかたには、５月上旬から順次接種券を発送する予定です。

令和５年度の新型コロナワクチン接種について

問合せ　保健センター　８２－３７５７

令和５年春開始接種

2023年度

現行の特例臨時接種＝ 自己負担なし

オミクロン株対応２価ワクチン

３月８日以降、追加接種にはオミクロン株対応２価ワクチンを用いることになります。

■令和５年度における新型コロナワクチンの接種のイメージ

2022年度

12歳以上

５～11歳

６か月
　～４歳

令和４年
秋開始接種

オミクロン株対応２価ワクチン

初回接種（１・２回目接種）を終了した
以下のかたが対象
・高齢者（65 歳以上）
・基礎疾患を有するかた（12 ～ 64 歳）
・医療従事者など

オミクロン株対応２価ワクチン

基礎疾患を有するかた（５～ 11歳）は
さらに１回追加接種が可能

令和５年秋開始接種

初回接種（１・２回目接種）
を終了した
５歳以上の全てのかた

上記以外のかた
使用するワクチンは
引き続き検討

オミクロン株対応２価ワクチン追加接種

初回接種
（１・２回目接種）

追加接種
（３回目接種）
従来型ワクチン

初回接種（１～３回目接種）
従来型ワクチン

特例臨時接種の延長＝ 自己負担なし
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児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
の
支
給
の
要
件
を
満
た
し

て
い
て
、
ま
だ
受
給
し
て
い
な
い

か
た
は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
所
得
要
件
に
よ
り
手
当
が
支
給

さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
児
童
扶
養
手
当

対
象　

次
の
要
件
を
満
た
す
児
童

を
監
護
す
る
母
子
家
庭
な
ど
の
母
、

監
護
し
生
計
を
同
じ
く
す
る
父
子

家
庭
な
ど
の
父
ま
た
は
養
育
者

要
件　

18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ

る
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童

・
父
母
が
離
婚

・
父
ま
た
は
母
が
死
亡

・
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
害
者

・
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
不
明

・
父
ま
た
は
母
か
ら
一
年
以
上
遺
棄

・ 

父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
Ｄ

Ｖ
保
護
命
令
を
受
け
た

・
父
ま
た
は
母
が
一
年
以
上
拘
禁

・
未
婚
の
母
の
子

・
孤
児
な
ど
父
母
が
不
明

手
当
額
（
月
額
）

１
０
，４
１
０
円
〜
４
４
，１
４
０
円

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象　

精
神
ま
た
は
身
体
に
一
定

の
障
害
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童

を
監
護
す
る
父
母
ま
た
は
養
育
者

手
当
額
（
月
額
）

１
級　

５
３
，７
０
０
円

２
級　

３
５
，７
６
０
円

申
込
み
・
問
合
せ

○
児
童
扶
養
手
当

　

子
育
て
支
援
係

82

－

６
１
３
４

○
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

社
会
福
祉
係

82

－

６
１
３
３

　

前
橋
地
方
法
務
局
太
田
支
局
お

よ
び
太
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

で
は
、
子
ど
も
の
人
権
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

　
「
い
じ
め
」「
体
罰
」「
虐
待
」「
不

登
校
」
な
ど
、
子
ど
も
の
人
権
の

こ
と
に
つ
い
て
、
人
権
擁
護
委
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
予
約
は
不

要
で
、
料
金
は
無
料
で
す
。
秘
密

は
固
く
守
り
ま
す
。

日
時　

４
月
29
日
㈷　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

ぐ
ん
ま
こ
ど
も
の
国
児
童

会
館
（
太
田
市
長
手
町
４
８
０
）

※
当
日
は
、
相
談
の
ほ
か
、
屋
外

で
紙
芝
居
の
上
演
や
人
権
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
マ
ス
コ
ッ
ト
人
形
な
ど

の
配
付
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

前
橋
地
方
法
務
局
太
田

支
局
総
務
課

32

－

６
１
０
０

就
職
さ
れ
た
か
た

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

た
か
た
が
会
社
の
保
険
に
加
入
し

て
も
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入
資

格
は
自
動
的
に
喪
失
し
ま
せ
ん
。

　

届
出
を
し
な
い
と
保
険
税（
料
）

が
二
重
で
請
求
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
の
で
、
速
や
か
に
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

必
要
書
類　

新
し
く
加
入
し
た
保

険
証
、
国
民
健
康
保
険
証
、
来
庁

す
る
か
た
（
本
人
ま
た
は
同
一
世

帯
）
の
写
真
付
身
分
証
明
書
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免
許

証
な
ど
）

退
職
さ
れ
た
か
た

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
に

は
届
出
が
必
要
で
す
。
届
出
が
遅

れ
る
と
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
税

を
支
払
っ
た
り
、
医
療
費
を
全
額

自
己
負
担
し
な
く
て
は
い
け
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
速
や
か
に
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類　

社
会
保
険
の
離
脱
証

明
書
、
来
庁
さ
れ
る
か
た
（
本
人

ま
た
は
同
一
世
帯
）
の
写
真
付
身

分
証
明
書
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
、
運
転
免
許
証
な
ど
）

問
合
せ　

▼
国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退

に
関
す
る
こ
と

○
戸
籍
年
金
係

82

－

６
１
３
１

▼
国
民
健
康
保
険
税
に
関
す
る
こ
と

○
住
民
税
係

82

－

６
１
２
７

▼
そ
の
他
国
民
健
康
保
険
全
般
に

関
す
る
こ
と

○
保
険
医
療
係

82

－

６
１
３
６

　

板
倉
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、

被
保
険
者
が
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染

や
疑
い
の
た
め
に
仕
事
を
休
む
こ

と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
給
与
の
全

部
ま
た
は
一
部
の
支
払
い
を
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
場
合
に
傷
病
手
当

金
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
か
た

①
板
倉
町
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
で
あ
る
こ
と

②
勤
務
先
か
ら
給
与
の
支
払
い
を

受
け
て
い
る
こ
と

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

ま
た
は
疑
い
に
よ
り
就
労
で
き
な

か
っ
た
期
間
が
あ
る
こ
と
（
自
粛

要
請
な
ど
の
た
め
就
労
で
き
な

か
っ
た
も
の
は
対
象
外
）

教
室
や
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
ま
た
は
内
容
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
の

届
出
を
忘
れ
ず
に

④
就
労
で
き
な
か
っ
た
期
間
に
、

就
労
を
予
定
し
た
日
が
あ
り
、
そ

の
給
与
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
支

給
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

支
給
対
象
期
間

　

就
労
で
き
な
く
な
っ
た
初
め
の

連
続
す
る
３
日
間
を
除
い
た
４
日

目
以
降
の
休
み
の
期
間
の
う
ち
、

就
労
を
予
定
し
て
い
た
日
（
※１
）

※１　

４
日
目
の
休
み
が
令
和
２
年

１
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
５
月
７

日
ま
で
の
期
間
に
属
す
る
こ
と
が

必
要
（
入
院
が
継
続
す
る
場
合
は

最
長
１
年
６
か
月
）

支
給
額　

１
日
当
た
り
支
給
額

（
※２
）
×
支
給
対
象
期
間
に
お
い

て
就
労
を
予
定
し
て
い
た
日
数

※２　

１
日
当
た
り
支
給
額
＝（
直

近
の
継
続
し
た
３
か
月
間
の
給
与

収
入
の
合
計
額
÷
就
労
日
数
）
×

３
分
の
２

申
請
に
必
要
な
も
の

○
国
民
健
康
保
険
傷
病
手
当
金
支

給
申
請
書

・
世
帯
主
記
入
用

・
被
保
険
者
記
入
用

・
事
業
主
記
入
用

○
直
近
の
継
続
し
た
３
か
月
間
の

給
与
の
支
払
い
を
確
認
で
き
る
も

の（
給
与
明
細
の
写
し
、通
帳
の
写
し
）

※
申
請
希
望
の
場
合
は
、
事
前
に

電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

保
険
医
療
係

82

－

６
１
３
６

　

公
立
館
林
厚
生
病
院
に
将
来
医

師
と
し
て
勤
務
す
る
意
思
の
あ
る

医
科
大
学
生
な
ど
へ
「
医
師
育
成

奨
学
金
」
を
貸
与
し
ま
す
。
貸
与

終
了
後
に
一
定
期
間
公
立
館
林
厚

生
病
院
に
勤
務
す
る
こ
と
で
返
還

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

募
集
人
員　

若
干
名

資
格　

①
医
科
大
学
ま
た
は
医
科

大
学
院
に
お
い
て
医
学
を
履
修
す

る
課
程
に
在
学
す
る
３
〜
６
年
次

の
学
生　

②
大
学
で
医
学
を
履
修

す
る
課
程
を
修
了
し
、
医
師
国
家

資
格
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
者

貸
与
期
間　

４
年
以
内
（
②
は
１

年
以
内
）

貸
与
額　

月
額
15
万
円
（
年
間
１

８
０
万
円
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

公
立
館
林
厚
生
病
院
診

療
支
援
室
医
師
確
保
支
援
係

72

－

３
１
４
０

く　

ら　

し

く　

ら　

し

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

子
ど
も
の
人
権
特
設
相
談
所

ごみの出し方に注意

問合せ　環境下水道係　　 ８２－６１３２

そのごみ、分ければ資源です

■雑がみはリサイクルできる資源
　コピー用紙、包装紙、紙袋、紙箱、
封筒などは雑がみです。分類して資
源ごみの収集日に出したり、集団回
収に出すことで、資源として再利用されます。
　ティッシュの箱に付いているビニールは取り除いて
ください。
■次のものは燃えるごみです
　カーボン紙、レシートなどの感熱紙、汚れやにおい
が付いた紙はリサイクルできません。燃えるごみとし
て出してください。

■台所洗剤の容器は、容器包装プラスチック
　台所洗剤の容器は、食品トレー
などと同じ容器包装プラスチックで
す。ペットボトルではありませんの
で、ご注意ください。
　軽くすすいでから、指定の収集日に
出してください。汚れのひどいものは、
燃えるごみとして出してください。

　

中
小
企
業
の
新
技
術
や
新
製
品

の
開
発
を
支
援
す
る
た
め
、
町
と

県
が
連
携
し
、
研
究
開
発
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

※
書
面
審
査
お
よ
び
現
地
調
査
に

よ
り
、
採
択
・
不
採
択
を
決
定
し

ま
す
。

補
助
対
象
者　

町
内
に
主
た
る
事

業
所
を
有
す
る
中
小
企
業
者

対
象
事
業　

も
の
づ
く
り
や
サ
ー

ビ
ス
な
ど
に
係
る
革
新
的
な
新
技

術
・
新
製
品
の
開
発
や
地
域
特
色

を
活
か
し
た
新
製
品
開
発

補
助
金
額　

補
助
対
象
経
費
の
２

分
の
１（
小
規
模
事
業
者
は
５
分
の
４
）

※
た
だ
し
、
補
助
限
度
額
は
１
件

あ
た
り
80
万
円
。

申
請
方
法　

申
請
書
類
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、商
工
観
光
係
へ
提
出
。

募
集
期
間　

４
月
３
日
㈪
〜
５
月

12
日
㈮　

午
後
５
時

申
請
書
類
は
、
商
工
観
光
係
で
配

付
し
て
い
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ　

商
工
観
光
係

82
－

６
１
３
９

５
月
７
日
ま
で
延
長

傷
病
手
当
金
支
給
対
象
期
間

邑
楽
館
林
医
療
企
業
団
医
師

育
成
修
学
資
金
の
お
知
ら
せ

ぐ
ん
ま
技
術
革
新

チ
ャ
レ
ン
ジ
補
助
金

申
請
者
募
集

【広告】

水道の手続き、水道の漏水や濁り、工事の申込み、
各種証明など水道に関する問合せは

群馬東部水道企業団館林支所
０２７６－８０－３２０１

※ 休日・夜間の場合は、自動音声ガイダンスに切り替わります。
切り替わるまで電話を切らず、アナウンスに従って用件をお
伝えください。

○ 板倉営業所（役場窓口）は、館林支所に統合されました。

みんなの人権１１０番

００３０５７０ １１０--
子どもの人権１１０番（通話料無料）

女性の人権１１０番

０７００５７０ ８１０--

００７０１２０ １１０--

ひとりで悩まずご相談ください～人権相談～ひとりで悩まずご相談ください～人権相談～
窓口相談を希望のかた（予約制） ８２－６１３１（戸籍年金係）

秘密は厳守します。
電話相談を希望のかた

（平日午前８時30分～午後５時15分）
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町
内
施
工
業
者
に
よ
り
住
宅
の

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
う
場
合
に
、

工
事
に
要
し
た
経
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

※
必
ず
工
事
着
工
前
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

補
助
金
額　

対
象
工
事
費
の
10
％

（
限
度
額
10
万
円
／
町
内
の
登
録

店
舗
で
使
え
る
商
品
券
で
の
補
助
）

申
請
要
件

・
町
内
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
か
た

・
世
帯
の
中
に
町
税
な
ど
を
滞
納

者
が
い
な
い
こ
と

・
令
和
２
年
４
月
１
日
以
降
の
補

助
金
交
付
額
が
10
万
円
に
達
し
て

い
な
い
か
た

・
そ
の
他
町
か
ら
の
住
宅
の
改
造

な
ど
に
係
る
補
助
金
の
交
付
を
受

け
て
い
な
い
か
た

対
象
と
な
る
住
宅

・
申
請
者
が
居
住
し
て
い
る
住
宅

・
店
舗
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
住

宅
部
分
の
み

※
所
有
者
が
申
請
者
と
異
な
る
場

合
は
、
所
有
者
の
同
意
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
工
事

　

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
工
事

・
対
象
と
な
る
住
宅
な
ど
の
維
持

と
住
環
境
の
質
の
向
上
の
た
め
に

行
う
改
修
・
増
築
な
ど
の
工
事

・
対
象
工
事
費
が
税
抜
き
20
万
円

以
上
で
あ
る
こ
と

・
令
和
６
年
３
月
末
ま
で
に
工
事

が
完
了
し
、
工
事
代
金
の
支
払
い

が
で
き
る
こ
と

・
板
倉
町
内
に
本
社
ま
た
は
事
業

所
が
あ
る
住
宅
関
連
事
業
者
に
よ

る
施
工
で
あ
る
こ
と

問
合
せ　

商
工
観
光
係　

82

－

６
１
３
９

　

納
税
義
務
者
が
所
有
す
る
固
定

資
産
の
評
価
額
に
つ
い
て
、
町
内

の
他
の
資
産
と
比
較
、
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

期
間　

５
月
31
日
㈬
ま
で

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
（
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
）

対
象
者　

町
内
に
土
地
・
建
物
を

所
有
す
る
固
定
資
産
税
納
税
義
務

者
お
よ
び
そ
の
代
理
人

※
代
理
人
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

費
用　

無
料

内
容　

①
土
地
（
所
在
・
地
番
・

地
目
・
地
積
・
評
価
額
）

②
家
屋
（
所
在
・
家
屋
番
号
・
種

類
・
構
造
・
床
面
積
・
評
価
額
）

教
室
や
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
ま
た
は
内
容
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

くく 

らら 

しし

持
参
す
る
も
の

身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
な
ど

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
）

場
所　

役
場
税
務
課
資
産
税
係

問
合
せ　

資
産
税
係

82

－

６
１
２
８

▼
自
動
車
税
（
種
別

割
）
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で
も

納
税
で
き
ま
す
。

▼
「
地
方
税
お
支
払
サ
イ
ト
」
か

ら
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
納

税
で
き
ま
す
。

▼
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も

納
税
で
き
ま
す
。

※
５
月
11
日
を
過
ぎ
て
も
納
税
通

知
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、
左
記

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

館
林
行
政
県
税
事
務
所

72

－

４
４
６
１

○
群
馬
県
自
動
車
税
事
務
所

０
２
７

－

２
６
３

－

４
３
４
３

建
築
課　

３
年
間
（
建
築
法
、
製

図
、
規
矩
術
、
実
技
な
ど
）

造
園
科　

２
年
間
（
造
園
の
歴
史
、

材
料
・
樹
木
の
管
理
、作
庭
様
式
、

設
計
製
図
な
ど
）

訓
練
日
程

夜
間　

火
・
金
曜
日　

午
後
７
時

〜
９
時
30
分

日
曜
日　

月
２
回
程
度
の
実
技
訓
練

訓
練
場
所　

館
林
地
区
高
等
職
業

訓
練
校（
館
林
市
当
郷
町
２
１
８
）

定
員　

各
科
20
人

入
校
資
格　

義
務
教
育
修
了
以
上

で
、
建
築
・
造
園
の
事
業
所
へ
勤

務
し
て
い
る
か
た

試
験
方
法　

面
接

申
込
期
限　

４
月
28
日
㈮

問
合
せ　

館
林
地
区
高
等
職
業
訓

練
校73

－

８
２
８
２

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
毎
月
職

業
訓
練
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
支
給
要
件
を
満
た
せ
ば
、
月

10
万
円
の
生
活
支
援
の
給
付
金
を

受
け
な
が
ら
無
料
の
職
業
訓
練
が

受
講
で
き
ま
す
。

説
明
会
日
程

４
月
17
日
㈪
、
５
月
15
日
㈪
、
６

月
12
日
㈪

時
間　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
館
林

問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
館
林

75

－

８
６
０
９

●●●●●まちの動き●●●●●
人　口 １３，８３９人（－２）
　 うち外国人　５１２人（＋21）
　　男 ６，９６１人（＋９）
　　女 ６，８７８人（－11）
世帯数 ５，８６３戸（＋12）

（　）内は前月比　令和５年３月１日現在

●●●事故と犯罪の発生状況●●●
２月１日～２月28日

　　　　　　　　　　　累計　　前年比

　人身事故 １件　(３件）　＋１
　物件事故 11件  (28件）　－３
　侵入窃盗 ４件　(４件）　－３
　乗物盗難 ０件　(４件）　＋４
　詐　　欺 １件　(２件）　＋２
　住居侵入 ０件　(１件）　－１
　その他の事件 ４件　(８件）　＋１
　　　　　※( ）内は令和５年１月からの累計

○町ホームページ
https://www.town.itakura.gunma.jp/

館
林
地
区
高
等
職
業
訓
練
校

入
校
生
募
集

●●●●●今月の税金●●●●●
納税は口座振替が便利です
口座振替を利用すれば、納期限の日に

自動的に納付できます。

納め忘れがなく、安心・便利です。

問合せ　収税係

８２-６１２９
○ 納付書のかたはコンビニ、PayPay
　LINEPayでも納められます

　

野
木
町
（
栃
木
県
）

　

若
の
原
農
村
公
園
の
芝
桜

　

例
年
４
月
頃
か
ら
地

元
の
か
た
が
管
理
す
る

芝
桜
が
見
事
に
咲
き
誇

り
、丘
一
面
が
ピ
ン
ク
色

に
染
ま
り
ま
す
。の
ん
び

り
と
し
た
自
然
の
中
で

春
の
息
吹
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

場
所

野
木
町
大
字
若
林
７
７
１

問
合
せ
　

野
木
町
産
業
振
興
課

０
２
８
０

－

57

－

４
１
５
２

　

栃
木
市
（
栃
木
県
）

　

蔵
に
お
い
で
よ
☆

　

み
ん
な
で
つ
く
る
と
ち
介
展

４
月
５
日
は
、栃
木
市
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
と
ち
介
」が
蔵
か
ら
あ

ら
わ
れ
た
日
。と
ち
介
に
関
す
る
作
品

や
写
真
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。期
間
中

会
場
に
と
ち
介
の
写
真
を
お
持
ち
い
た

だ
く
と
、
展
示
い
た
だ

け
ま
す
。
展
示
方
法
な

ど
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間

３
月
24
日
㈮
～
４
月

16
日
㈰
　

毎
週
火
曜
は
休
館

会
場
　

蔵
の
街
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

問
合
せ
　

栃
木
市
広
報
課

０
２
８
２

－

21

－

２
１
７
２

　

小
山
市
（
栃
木
県
）

　

お
や
ま
二
千
本
桜
ま
つ
り

　

市
内
の
桜
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

場
所
な
ど
詳
細
は
、小
山
市
観
光
協
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、春
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、大
つ

け
麺
博
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｅ
ｎ
ｔ
ｓ
帰
っ
て
き

た
最
強
ラ
ー
メ
ン
祭
を
開
催
し
ま
す
。

期
間
　

３
月
31
日
㈮
～
４
月
23
日
㈰
の

毎
週
金
・
土
・
日
曜
日

時
間
　

金
曜
は
午
後
５
時
～
９
時
、
土

曜
は
午
前
11
時
～
午
後
９
時
、
日
曜
は

午
前
11
時
～
午
後
８
時

場
所
　

小
山
市
役
所
横
御
殿

広
場

問
合
せ
（
一
社
）
小
山
市
観
光
協
会

０
２
８
５

－

30

－

４
７
７
２

　

加
須
市
（
埼
玉
県
）

第
14
回
加
須
市
民
平
和
祭
で

　

ジ
ャ
ン
ボ
こ
い
の
ぼ
り
遊
泳

　

全
長
１
０
０
ｍ
、
重
さ
３
３
０
㎏
の

世
界
一
大
き
い
『
ジ
ャ
ン
ボ
こ
い
の
ぼ

り
４
世
』が
加
須
の
大
空
を
泳
ぎ
ま
す
。

会
場
で
は
特
産
品
の
直
売
、
利
根
川
渡

河
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

内
容

平
和
式
典

午
前
10
時
～
、
ス

テ
ー
ジ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

午
前
11
時

～
、
ジ
ャ
ン
ボ
こ
い
の
ぼ
り
遊
泳
（
予

定
）
１
回
目

午
前
11
時
30
分
～
・

２

回
目

午
後
１
時
30
分
～
※
風
速
な
ど

に
よ
っ
て
遊
泳
時
間
が
前
後
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

期
日
　

５
月
３
日
㈷

問
合
せ
　

加
須
市
観
光
振
興
課

０
４
８
０

－

62

－

１
１
１
１

　

古
河
市
（
茨
城
県
）

　

か
え
っ
て
き
た
堀
川
國
廣

展
示
期
間
　

５
月
７
日
㈰
ま
で

時
間
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
館

は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

場
所
　

古
河
歴
史
博
物
館

休
館
日
　

月
曜
日
、
４
月
27
日
・
28
日

費
用

大
人
１
，０
０
０
円
、小
中
高
生

１
０
０
円

問
合
せ

古
河
市
歴
史
博
物
館

０
２
８
０

－

22

－

５
２
１
１

関東どまんなか
サミット情報
関東どまんなか
サミット情報
関東どまんなか
サミット情報
関東どまんなか
サミット情報

ご
活
用
く
だ
さ
い

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

土
地
や
家
屋
の
評
価
額
な
ど
が

縦
覧
で
き
ま
す

自
動
車
税
（
種
別
割
）

５
月
31
日
ま
で
に
忘
れ
ず
に

職
業
訓
練
（
ハ
ロ
ト
レ
）

説
明
会

検針期間 太田市 館林市 みどり市 板倉町 明和町 千代田町 大泉町 邑楽町
現在の水道料金 3,707円 4,560円 4,609円 4,829円 4,710円 4,932円 3,355円 4,710円

令和５年６月～令和６年５月 3,963円 4,611円 4,639円 4,730円 4,722円 4,730円 3,699円 4,722円
令和６年６月～令和７年５月 4,218円 4,650円 4,669円 4,730円 4,724円 4,730円 4,042円 4,724円
令和７年６月～令和８年５月 4,474円 4,690円 4,700円 4,730円 4,727円 4,730円 4,386円 4,727円

令和８年６月～ ４，７３０円

検針期間 太田市 館林市 みどり市 板倉町 明和町 千代田町 大泉町 邑楽町
現在の水道料金 5,775円 5,930円 7,161円 5,511円 5,400円 6,010円 5,973円 5,510円

令和５年６月～令和６年５月 5,998円 6,118円 6,666円 5,800円 5,717円 6,175円 6,146円 5,800円
令和６年６月～令和７年５月 6,220円 6,300円 6,666円 6,088円 6,033円 6,339円 6,319円 6,088円
令和７年６月～令和８年５月 6,443円 6,483円 6,666円 6,377円 6,350円 6,503円 6,493円 6,377円

令和８年６月～ ６，６６６円

令和５年６月検針分から水道料金が変わります

口径13㎜で33㎥使用の場合

口径20㎜で37㎥使用の場合

３市５町の水道料金を統一し、平均で15％の料金改定を実施します。改定により料金が上昇する場合は、
令和８年５月検針分まで段階的に引き上げます。

▼主な口径の新しい水道料金（平均的な使用水量における一般用の水道料金、２か月分の税込額）

問合せ　群馬東部水道企業団館林支部　 ８０－３２０１



（15） （14）Ｒ５．４．１

新型コロナウイルス感染症の影響により、変更または中止になる場合があります。
あわせて当面の間、公民館等の主催事業における募集対象は ｢町内（在住・在勤）のかた｣ とさせていただきます。

期
間　

５
月
10
日
㈬
〜
31
日
㈬

毎
週
水
・
土
曜
日（
全
７
回
）

時
間　

水
曜
日　

午
後
７
時
〜
９
時

土
曜
日　

午
後
３
時
〜
５
時

場
所　

館
林
市
城
沼
弓
道
場

内
容　

弓
道
の
講
義
と
実
技
指
導

対
象　

中
学
生
以
上
の
か
た
15
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

参
加
費　

２
，０
０
０
円

※
教
材
費
・
保
険
代
な
ど

持
参
品　

厚
手
の
靴
下

※
弓
具
類
は
貸
与
し
ま
す
。

主
催　

館
林
弓
道
部
城
弓
会
・
板

倉
町
求
道
会

受
付
期
間　

４
月
８
日
㈯
〜
25
日
㈫

申
込
み　

海
洋
セ
ン
タ
ー

期
間　

令
和
５
年
５
月
〜
令
和
６

年
２
月　

全
10
回

内
容　

健
康
や
趣
味
の
講
座
・
世

代
間
交
流
等
を
通
し
て
、
心
身
の

活
性
化
を
図
り
ま
す
。

※
詳
し
い
内
容
は
各
公
民
館
に
お

問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象　

町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の

か
た

申
込
み　

在
住
地
区
の
公
民
館
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
年
度
途
中
で
も
参
加
可

能
で
す
。

期
間　

４
月
１
日
㈯
〜
28
日
㈮

休
館
日　

４
月
３
日
㈪
・
10
日
㈪

・
17
日
㈪
・
24
日
㈪

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

出
展　

板
倉
絵
手
紙
の
会

内
容　

会
の
皆
さ
ん
が
描
い
た
、

色
彩
豊
か
な
作
品
を
多
数
展
示
し

ま
す
。

場
所　

中
央
公
民
館
２
階
ロ
ビ
ー

期
間　

４
月
27
日
㈭
〜
５
月
7
日
㈰

休
館
日　

５
月
１
日
㈪
・
２
日
㈫

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

出
展　

荒あ
ら

井い　

勇
い
さ
む

（
町
内
在
住
）

久く

く々

宇う　

武
た
け
し

（
館
林
市
在
住
）

内
容　

四
季
を
通
し
て
撮
影
し
た
、

美
し
い
風
景
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

入
場
料　

無
料

　　

た
ん
ぽ
ぽ
お
は
な
し
会
で
は
、

読
み
聞
か
せ
に
興
味
の
あ
る
か
た

や
子
ど
も
が
大
好
き
な
か
た
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
一
度
、
見
学
に

来
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
子
さ
ま
と

一
緒
で
も
大
歓
迎
で
す
！

活
動
日　

令
和
５
年
５
月
〜
令
和

６
年
２
月
の
毎
月
第
３
土
曜
日

※
詳
し
い
日
程
は
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

内
容　

絵
本
・
紙
芝
居
の
読
み
聞

か
せ
と
簡
単
な
工
作
を
行
い
ま
す
。

場
所　

中
央
公
民
館
和
室

問
合
せ　

中
央
公
民
館

　

女
性
あ
ど
ば
ん
す
は
、
健
康
づ

く
り
の
た
め
運
動
や
料
理
教
室
な

ど
の
活
動
を
通
し
て
、
女
性
の
身

近
な
生
活
課
題
に
つ
い
て
学
び
、

生
活
文
化
の
向
上
や
社
会
福
祉
の

増
進
を
目
的
と
し
た
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　

活
動
に
興
味
の
あ
る
か
た
は
お

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
体
験

入
会
も
可
能
で
す
。

対
象
者　

町
内
の
成
人
女
性

年
会
費　

１
，０
０
０
円

問
合
せ　

生
涯
学
習
係
（
中
央
公

民
館
）

受
講
生
募
集

イ
ベ
ン
ト

中
央
公
民
館

板
倉
絵
手
紙
の
会
作
品
展

わ
た
ら
せ
自
然
館

写
真
愛
好
家
「
二
人
展
」

各
公
民
館

活
き
活
き
学
級
生
募
集

海
洋
セ
ン
タ
ー

弓
道
教
室

会
員
募
集

た
ん
ぽ
ぽ
お
は
な
し
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

会
員
募
集

女
性
あ
ど
ば
ん
す

学
校
評
議
員
を
募
集
し
ま
す

　

町
の
小
中
学
校
で
は
、
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
図
り
、「
生
き
る
力
」
を
は

ぐ
く
む
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
子
ど
も
や
地
域

の
実
情
に
応
じ
て
特
色
あ
る

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
を
目
的
に
、学
校
、

家
庭
、
地
域
が
連
携
・
協
力

し
て
、
地
域
全
体
で
子
ど
も

を
育
て
て
い
く
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、

町
の
各
小
中
学
校
で
は
、
６

名
の
か
た
に
学
校
評
議
員
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
そ
の
内
１
名
を
公

募
し
ま
す
。

学
校
評
議
委
員
の
役
割

①
校
長
の
求
め
に
応
じ
て
、

教
育
活
動
の
計
画
お
よ
び
実

施
、
学
校
と
地
域
社
会
の
連

携
の
進
め
方
な
ど
、
校
長
の

行
う
学
校
運
営
に
関
し
て
意

見
を
述
べ
、助
言
を
行
い
ま
す
。

②
必
要
に
応
じ
て
、
学
校
評

議
委
員
が
一
堂
に
会
し
、
意

見
交
換
を
行
い
ま
す
。

募
集
範
囲

○
各
小
学
校　

各
小
学
校
区

域
内
に
在
住
の
か
た

○
中
学
校　

町
内
に
在
住
の

か
た

募
集
人
員　

各
学
校
１
名

任
期　

１
年
（
４
月
１
日
〜

翌
年
３
月
末
日
）

募
集
期
間　

４
月
６
日
㈭
〜

14
日
㈮

応
募
方
法　

左
記
の
各
学
校

に
電
話
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

○
東
小
学
校

82

－

１
１
４
１

○
西
小
学
校

82

－

１
１
４
０

○
板
倉
中
学
校

82

－

１
１
４
８

問
合
せ　

総
務
学
校
係

82

－

６
１
５
３

文
化
功
績
者
表
彰
の
推
薦
者

を
募
集
し
ま
す

　

町
で
は
、
文
化
の
振
興
に

寄
与
し
、
優
秀
な
成
績
を
お

さ
め
ら
れ
た
個
人
・
団
体
を

表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
中
に
お
い
て

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

成
績
を
お
さ
め
た
個
人
・
団

体
を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

町
在
住
ま
た
は
出

身
者

該
当
期
間　

令
和
４
年
４
月

１
日
〜
令
和
５
年
３
月
31
日

推
薦
基
準

①
小
・
中
学
生
に
つ
い
て
は
、

次
の
い
ず
れ
か
の
成
績
を
お

さ
め
た
者 

ア　

県
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
に

お
い
て
３
位
以
内
に
入
賞
し

た
者 

イ　

県
コ
ン
ク
ー
ル
に
準
ず

る
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
に
お
い

て
最
高
の
賞
を
受
賞
し
た
者 

ウ　

県
を
代
表
し
て
関
東
又

は
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
に

出
場
し
た
者

②
高
校
生
お
よ
び
一
般
に
つ

い
て
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の

成
績
を
お
さ
め
た
者

ア　

県
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
に

お
い
て
３
位
以
内
に
入
賞
し

た
者 

イ　

県
コ
ン
ク
ー
ル
に
準
ず

る
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
に
お
い

て
最
高
の
賞
を
受
賞
し
た
者

ウ　

県
を
代
表
し
て
関
東
又

は
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
に

出
場
し
た
者 

エ　

国
際
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど

に
出
場
し
た
者 

オ  

国
民
文
化
祭
に
出
場
し

た
者
お
よ
び
上
記
成
績
に
準

じ
る
者
で
選
考
委
員
会
が
認

め
た
者

推
薦
方
法　

所
定
の
様
式
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

参
加
し
た
大
会
の
要
項
や
賞

状
の
コ
ピ
ー
を
添
付
し
、
生

涯
学
習
係
（
中
央
公
民
館
）

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

様
式
は
生
涯
学
習
係
窓
口

で
配
布
の
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

推
薦
期
限　

５
月
31
日
㈬

問
合
せ　

生
涯
学
習
係
（
中

央
公
民
館
）
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ガ
ラ
ス
で
作
る
ア
ク
セ
サ
リ
ー
「
と
ん
ぼ
玉
」

難
し
い
作
品
が
思
い
通
り
に

で
き
た
と
き
の
喜
び

レポーター
広報編集委員

國
こく

府
ぶ

圭
たま

美
み

和装で喜ばれる「とんぼ玉」
　とんぼ玉はガラス細工のひとつで、世界
各地で作られています。日本では、和装の
時の帯留めや、かんざしとして愛用される
ことが多く、ほかにも、ペンダント、ネッ
クレス、ブレスレットなどのアクセサリー
としても人気があります。
　近藤さんがとんぼ玉の制作を始めたのは、
10年ほど前からで、古河市で開催されてい
た、教室に参加したのがきっかけでした。

作品作りは休憩なし
　作品を作るには、ガラス棒を約1000℃の
バーナーの熱で溶かし、シャフトに巻き付
けて形を作っていきます。複数の色を使っ
たり、市松模様などはかなり難しい技術を
要するとのことです。また、花や鳥、動物
などの大変かわいらしい置物も作ることが
できますが、いったん作品に取りかかると、
ガラスが熱いうちに仕上げる必要があるた
め、休憩を取ることもできないそうです。
　とんぼ玉制作を楽しみ、一昨年までは、

教室の生徒として参加していた近藤さんで
すが、現在は南部公民館で指導する立場に
なりました。

生徒から先生に
　自分が先生になるいきさつは、教室で先
生をされていたかたが、四国に転居するこ
とになり、先生が近藤さんを指名して、後
を継ぐことになったからだそうです。
　ただ、コロナ禍であったことなどで、古
河での教室開催が難しくなり困っていたと
ころ、南部公民館で教室が開催できること
になりました。

作品ができたときの喜び
　現在板倉町の生徒は４～５人だそうで
す。「思い通りにならないものが思い通り
にできたとき、とても喜びがあります。マ
ルシェなどに出品する生徒さんもいて、楽
しんでくれる人が増えてくれればいいなと
思っています」という近藤さんは、明るく
気さくなかたです。興味があれば、ぜひ教
室に参加してみてはいかがでしょうか。

こんどう　ゆうこ　56歳
泉野在住

　仕事はフリーランスで、
システムエンジニアをして
います。板倉町のいいとこ
ろは、見晴らしがよくて、
のんきなところだそうです。

教室の問合せ
南部公民館
８２－１４２４

近藤祐子さん
相談は消費生活センターまで　 ８２－７８３０（ナヤミナシ）

問合せ　太田年金事務所  ４９－３７１６

●●●●●●●●●●●●●●休日当番医●●●●●●●●●●●●●●

引っ越しの際の破損や
紛失トラブルに注意！

【事例】

　引っ越し事業者に荷造りを任せ
て引っ越しをした際、有名作家が
作った一点ものの陶器の縁が欠け
てしまった。事業者が責任を認め
て弁償するというので、約４万円
と申告したが、事業者が提示した
金額は低かった。事前に貴重な陶
器作品とは申告していないが、今
購入したらもっと高額である。納
得できない。（50歳代 女性）

【ひとこと助言】

　引っ越しの際に「荷物が破損し
た」「紛失した」といった相談が
寄せられています。

　引っ越しの契約には、国が定め
た標準引越運送約款か国土交通大
臣の認可を得た事業者独自の約款
が使用され、契約内容は原則契約
した際の約款の記載に従うことに
なります。契約の際はあらかじめ
この約款をよく確認しましょう。
また、貴重品や壊れやすいものな
どは、あらかじめ事業者に申告し
ておくと良いでしょう。
　破損や紛失があった場合、荷物
の引き渡し後３か月以内に申し出
ないと事業者の責任が消滅します。
そのため、引っ越し完了後は、す
ぐに荷物の状態を確認することが
大切です。
　損害賠償が受けられる場合も、
購入時の価格が補償されるわけで
はないことを認識しましょう。

○学生納付特例申請

　４月から令和６年３月までの学生納付特例
申請を４月１日から受け付けます。申請する
かたは、令和４年中の所得の申告またはご家
族の扶養申告の手続きを済ませてください。

 ［持参するもの］
・年金手帳または基礎年金番号通知書(すでに
　お持ちのかたのみ)
・新学年の学生証(有効期限が令和６年３月３
　１日まで更新してあるもの)または令和５年
　度の在学証明書

　また、令和４年度に学生納付特例の承認を
受けているかたで、令和５年度も引き続き在
学予定のかたに対し、３月下旬にはがき形式
の学生納付特例申請書が送付されます。同一
の学校に在学されているかたは、このはがき
に必要事項を記入し返送することで、令和５
年度の申請ができます。（この場合、在学証明
書または学生証の写しの添付は不要です）

○一般免除・納付猶予
　令和５年度の一般免除・納付猶予の申請は
７月１日から受け付けます。申請するかたは
必ず令和４年中の所得の申告を済ませてくだ
さい。

令和５年度の国民年金保険料額は
月額１６，５２０円です

期 日 内 科 系 外 科 系 耳 鼻 科

４月２日
（日）

おうら病院
８８－５６７８

真中医院
７２－１６３０

川島脳神経外科医院
７５－５５１１

板倉耳鼻咽喉科クリニック
８０－４３３３

４月９日
（日）

たなか医院
６２－２８８１

神尾内科医院
７５－１２８８

岡田整形外科クリニック
７２－３１６３ －

４月16日
（日）

はまだクリニック
８０－１１００

藤原医院
８８－７７９７

富士クリニック ペインクリニック
２０－１９７１

川田耳鼻咽喉科医院
７２－３３１４

４月23日
（日）

須田内科医院
６３－１４１４

こやなぎ小児科※
８０－２２２０

慶友整形外科病院
４９－９０００ －

４月29日
（祝）

蜂谷病院
６３－０８８８

うえの医院
７２－３３３０

小曽根整形外科
７２－７７０７ －

４月30日
（日）

県西在宅クリニック舘林
５５－３８１８

堀越医院
７３－４１５１

しんじょう整形外科クリニック
５５－３６２３ －

５月３日
（祝）

ましも内科・胃腸科
６２－２０２５

明和赤ちゃんこどもクリニック※
８４－１１６６

明和セントラル病院
８４－１２３４ －

５月４日
（祝）

かさはら内科医院
５５－２５３７

小西医院
８６－２２６１

岡田整形外科クリニック
７２－３１６３ －

歯 科 ◆緊急　公立館林厚生病院（内科系・外科系）　 ７２－３１４０
◆コロナに関すること　群馬県受診・相談センター　 ０５７０－０８２－８２０（24時間受付）
◆夜間　館林市夜間急病診療所（内科・小児科）午後７時～10時（日・祝、年末年始除く）
　 ７３－２３１３（要受診前電話連絡)

館林邑楽歯科保健医療センター
７３－８８１８
午前９時～正午

●診療時間は、午前９時～午後５時（ただし、耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時）　
●内科系の※は、小児科のみとなります。　●受診前に必ず医療機関に電話で確認してください。
●救急テレホンサービス　 ７３－５６９９：受診可能な病院を紹介しています。



掲載された写真は希望者にプレゼント！　　情報広報係　  82－6124　   k-jouhou@town.itakura.gunma.jp
（19） （18）Ｒ５．４．１

トピックス
TOPICS

春渡良瀬遊水地ヨシ焼き渡良瀬遊水地ヨシ焼き

の風物詩

　３月４日（土）、渡良瀬遊水地ヨシ焼き連絡会によるヨシ

焼きが行われました。広大な遊水地のヨシ焼きを写真に収

めようと、多くのカメラマンが集まりました。ヨシ焼きは

害虫駆除や良質なヨシの育成と、遊水地の多様な生態系の

環境保全に役立つほか、近隣への延焼防止を目的としてい

ます。

多三県境フェアー三県境フェアー

くの人の賑わい
　３月４日（土）、道の駅かぞわたらせをメイン会場に、三

県境フェアーが開催されました。いたくらんたちも大人気

で、多くの人が写真を撮りました。

　また、板倉町観光サポータークラブの皆さんが案内する

三県境ツアーでは、多くの人が参加し、三歩で回れる三県

境を楽しみました。

大ｅスポーツ体験会ｅスポーツ体験会

きな画面で迫力の対戦
　３月４日（土）、中央公民館で、４館合同「公民館に集まれ」

の企画で、ｅスポーツの体験会が行われました。

　参加した西小学校３年生の小
お

野
の

田
だ

愛
あい

琉
る

さんは「妹とぷよ

ぷよで対戦しました。大きな画面でできて、とても楽しかっ

たです」と感想を教えてくれました。

祝板倉中学校卒業式板倉中学校卒業式

旅立ちのとき
　３月13日（月）、板倉中学校で卒

業式が挙行されました。

　今年は卒業生がマスクをはずし、

また在校生に見守られながらの卒

業式となりました。校長先生から

渡される卒業証書を、一人ひとり

が真剣なまなざしで受け取り、式

の終わりには練習を重ねた合唱を

披露しました。その後教室に戻り、

ともに過ごした仲間たちとの最後

のホームルームが行われました。



スケジュール
○板倉町役場(町) ８２－１１１１
○保健センター(保) ８２－３７５７
○海洋センター(海) ８２－０８５８
○福祉センター(福) ８２－３９００
○児童館(児) ８２－２２７０
○環境下水道係 ８２－６１３２

広報いたくらは、自然保護のため
再生紙とベジタブルインキを使用し作成しています。
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◎窓口延長は、毎週水曜日午後７時15分まで　◎その他、各イベント・催し物については、町ホームページのイベントカレンダーをご覧ください

　　可燃ごみ収集日(生ごみを含む)　　　資源ごみ収集日(古紙類・小型家電・容器包装プラスチック・ペットボトル・プラスチック)

　　かん・びん・危険物収集日

定
　

例
　

相
　

談

●
人
権
相
談　

午
前
10
時
〜
正
午

●
行
政
相
談　

午
前
10
時
〜
正
午

●
法
律
相
談（
要
予
約
）

　

午
後
１
時
〜
４
時

　

場
所　

役
場　

１
階
相
談
室
３

　

問
合
せ　

戸
籍
年
金
係

　

82
ー
６
１
３
１

●
農
地
相
談（
要
予
約
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　

問
合
せ　

農
業
委
員
会

　

82
ー
６
１
３
７

●
社
会
福
祉
協
議
会
相
談
情
報

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
何
で
も
相
談

　
（
毎
週
月
〜
金　

祝
日
除
く
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

問
合
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

　

82
ー
３
９
０
０

●
保
健
セ
ン
タ
ー
相
談
・
教
室
情
報

◆
子
ど
も
の
相
談（
要
予
約
）

　

ぱ
お
ぱ
お

　

４
月
12
日　

か
ら
だ
の
成
長

◆
健
康
相
談（
要
予
約
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　

問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

82
ー
３
７
５
７

●
館
林
保
健
福
祉
事
務
所
相
談
情
報

◆
ス
ト
レ
ス
・
こ
こ
ろ
の
相
談（
要
予
約
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　

問
合
せ　

館
林
保
健
福
祉
事
務
所

　

保
健
係　

72
ー
３
２
３
０

●
く
ら
し
の
相
談
窓
口

　
（
休
館
日
を
除
く
毎
日
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　

中
央
公
民
館　

82
ー
２
４
３
５

　

東
部
公
民
館　

82
ー
１
２
４
１

　

南
部
公
民
館　

82
ー
１
４
２
４

　

北
部
公
民
館　

77
ー
１
８
５
５

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
1 　

◆県民交通安全日（毎月１日）
◆防災ラジオ定期放送

2 3 　 4 　 5 窓口延長 6 7 　 8 　

◆さくらウオーク
　(旧南小学校発着)

◆水道料金口座振替日
　(３～９区、10区の一部)

●ストレス・こころの相談(館保)
◆新入学時期の交通事故
　防止運動（～15日まで）
◆おはなし会(児童館)

◆１歳６か月児健診(保健センター)
◆２歳児健診(保健センター)

◆チャレンジ広場(児童館)

9 10 　 11 　 12 窓口延長 13 　 14 　 15 　

◆第14回板倉町春季野球大会
　１日目(渡良瀬グラウンド)

◆こあら学級(保健センター）●人権相談(東部公民館)
●行政相談(東部公民館)
●法律相談(役場)

●ぱおぱお（保健センター）
◆おはなし会(児童館)

◆自転車マナーアップデー    
（毎月15日）

16 17 　 18 　 19 窓口延長 20 　 21 　 22 　

◆県民防犯の日（毎月16日）
◆第14回板倉町春季野球大会
　２日目(渡良瀬グラウンド)
◆第40回板倉町春季家庭婦人
　バレーボール大会

(海洋センター)

◆おたのしみ広場(児童館)
◆乳児健診(保健センター)
◆１歳児相談(保健センター)

◆おはなし会(児童館)

23 24 　 25 　 26 窓口延長 27 　 28 　 29 昭和の日

●農地相談(役場) ◆高齢者交通安全日
（毎月25日）

◆子育て講習会(児童館)

◆赤ちゃんレストラン
(保健センター)

◆おはなし会(児童館)

30 5/1 　 2 　 3 憲法記念日 4 みどりの日 5 こどもの日 6 　

◆第12回板倉町春季ソフト
　ボール大会(大蔵公園)

◆県民交通安全日（毎月１日）
◆防災ラジオ定期放送
◆町税・保険料納期限

４

【定休日および休館日のお知らせ】※詳しくはお問い合わせください
○各公民館：月曜日および祝日
○海洋センター：月曜日および祝日
○わたらせ自然館：月・火曜日および祝日の翌日
○文化財資料館：月曜日
○児童館：日曜日および祝日
○福祉センター：土・日曜日および祝日
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